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平
成
二
十
九
年
度

特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
旭
川
文
学
資
料
友
の
会
」

通
常
総
会
を
終
え
て

菅

野

浩

平
成
二
十
九
年
度
通
常
総
会
は
平
成
二
十
九
年
五

月
二
十
八
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
文
学
資
料
館
企

画
展
示
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
の
会
員

数
は
一
六
五
名
、
出
席
者
二
十
二
名
委
任
状
九
十
五

名
で
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
、
来
賓
紹
介
挨
拶
の
後
、
議
長
に
竹
内

利
一
氏
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

旭
川
文
学
資
料
館
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
で

は
、
焔
井
上
靖
記
念
館
と
の
連
携
企
画
『
井
上
靖

芥
川
賞
受
賞
「
闘
牛
」
か
ら
「
氷
壁
」
の
頃
』
展
、

焔
『
詩
人
佐
藤
比
左
良
の
仕
事
～
サ
ー
ク
ル
誌
、
今

野
大
力
と
共
に
～
』
展
、
焔
『
文
学
と
歴
史
資
料
で

綴
る
「
旭
川
駅
今
昔
物
語
」
』
展
、
焔
『
劇
団
「
河
」

と
「
河
原
館
」
の
二
十
年
』
展
な
ど
特
色
あ
る
展
示

が
注
目
を
集
め
好
評
で
し
た
。

井
上
靖
記
念
館
で
は
焔
『
井
上
靖
「
流
沙
」
の
背

景
～
舟
越
保
武
の
挿
絵
原
画
～
』
展
、
焔
『
井
上
靖

人
と
文
学
Ⅶ
「
天
平
の
甍
」
執
筆
の
頃
』
展
、
焔

『
井
上
靖
と
西
域
紀
行
Ⅱ
～
敦
煌
～
』
展
、
焔
旭
川
文

学
資
料
館
と
の
共
催
企
画
『
旭
川
文
学
資
料
館
長

詩
人
東
延
江
』
展
な
ど
の
ほ
か
、
朗
読
、
文
学
講
演

会
、
文
学
講
座
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
行
事
が

組
ま
れ
好
評
で
し
た
。
第
五
回
井
上
靖
記
念
館
青
少

年
エ
ッ
セ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
先
生
」
を
テ
ー
マ
に

全
国
か
ら
中
学
生
の
部
四
五
〇
作
品
、
高
校
生
の
部

二
五
九
作
品
、
合
計
七
〇
九
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

最
優
秀
賞
各
一
作
品
、
優
秀
賞
各
二
作
品
、
佳
作
各

二
作
品
、
井
上
靖
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
会
賞
各
一
作
品
を

選
定
し
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
八
日
表
彰
式
お

よ
び
審
査
委
員
長
吉
増
剛
造
記
念
講
演
会
を
旭
川
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
に

つ
い
て
は
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
で
は
、
旭
川
文
学
資

料
館
企
画
展
と
し
て
、
焔
北
海
道
旭
川
東
高
等
学
校

文
芸
部
『
俳
句
甲
子
園
を
駆
け
る
』
五
月
九
日
～
七

月
二
十
九
日
、
焔
第
二
十
回
文
学
資
料
展
『
所
蔵
資

料
展
～
自
筆
原
稿
、
写
真
、
初
版
本
、
色
紙
、
短
冊

～
』、
焔
『
生
活
資
料
雑
貨
展
』、
共
催
展
と
し
て
、

焔
『
第
三
十
一
回
旭
川
詩
人
ク
ラ
ブ
詩
画
展
』、
焔

『
俳
句
結
社
「
源
流
」
五
十
周
年
記
念
俳
句
展
』
な
ど

注
目
す
べ
き
企
画
展
示
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
上
靖
記
念
館
で
は
『
井
上
靖
～
愛
蔵
品
展
』『
井

上
靖

人
と
文
学
Ⅷ
～
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
旅
行
』、『
井
上
靖
色
紙
展
』、『
西
域
井
上

靖
の
足
跡
を
た
ど
る
』
な
ど
の
企
画
展
、
講
座
が
企

画
さ
れ
、
他
朗
読
会
、
講
演
会
、
文
学
講
座
、
井
上

靖
生
誕
一
一
〇
年
記
念
講
演
会
と
し
て
長
男
井
上
修

一
氏
の
「
王
子
と
孤
児
～
小
説
家
井
上
靖
の
育
て
ら

れ
方
～
」（
六
月
十
七
日
）、
長
女
浦
城
幾
代
氏
「
父

井
上
靖
と
私
」（
九
月
十
六
日
）
が
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て

は
特
に
異
議
な
く
承
認
。

報
告
事
項
と
し
て
は
、
職
員
の
就
業
規
則
、
給
与

規
程
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
等
を
平
成
二
十
九

年
三
月
二
十
一
日
開
催
の
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回

理
事
会
に
お
い
て
改
定
議
決
し
平
成
二
十
九
年
四
月

一
日
か
ら
施
行

し
た
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

以
上
議
事
は

全

て
承

認

さ

れ
、
最
後
に
平

成
二
十
九
年
度

役
員
体
制
の
報

告
が
あ
り
終
了

し
ま
し
た
。

旭
川
文
学
資
料
友
の
会

友
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汽
車
通
学
の
こ
と
な
ど

石

川

郁

夫

僕
と
汽
車
と
の
共
同
生
活
は
、
高
校
へ
入
学
し
た

昭
和
二
十
七
年
か
ら
三
十
六
年
ま
で
の
約
十
年
。
石

北
線
東
旭
川
駅
か
ら
の
汽
車
通
学
に
始
ま
る
。
街
か

ら
離
れ
た
水
田
の
中
に
駅
舎
が
あ
っ
た
。
隣
の
桜
岡

駅
を
出
た
列
車
が
駅
に
近
づ
い
て
く
る
姿
が
、
汽
笛

と
一
緒
に
遠
く
か
ら
見
え
る
。
通
学
生
や
通
勤
者

は
、
競
走
す
る
よ
う
に
駅
に
向
か
っ
て
走
る
。
中
に

は
、
下
着
の
シ
ャ
ツ
姿
で
、
Ｙ
シ
ャ
ツ
・
ネ
ク
タ
イ

を
手
に
走
る
強
者
も
い
た
。
改
札
係
は
、
ハ
ラ
ハ
ラ

し
な
が
ら
、
駅
長
も
全
員
が
乗
り
終
る
ま
で
な
ん
と

な
く
待
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
毎
朝
の
汽
車
通

学
だ
っ
た
。
列
車
は
い
つ
も
満
員
、
客
車
に
入
れ

ず
、
デ
ッ
キ
に
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
の
ま
ま
旭
川
ま

で
立
ち
通
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

高
校
を
終
え
る
春
、
一
番
ホ
ー
ム
で
は
東
京
の
大

学
へ
進
学
す
る
同
級
生
の
晴
れ
の
出
発
を
見
送
る
、

騒
々
し
い
喜
び
と
悲
哀
の
混
り
合
っ
た
何
日
か
が
続

く
。
か
な
ら
ず
し
も
学
習
意
欲
の
あ
る
者
が
進
学
し

た
訳
で
は
な
い
。
多
く
の
学
友
が
就
職
し
た
。
比
較

的
裕
福
な
家
庭
の
子
供
た
ち
が
、
何
の
屈
託
も
な
く

汽
車
で
上
京
す
る
の
は
、
少
し
の
哀
し
み
を
伴
っ

た
。
当
時
は
ま
だ
、
上
京
は
、
今
で
言
え
ば
未
知
の

外
国
に
近
い
世
界
へ
飛
び
出
し
て
い
く
く
ら
い
の
思

い
だ
っ
た
の
だ
。

そ
ん
な
中
、
僕
の
生
涯
の
相
棒
と
呼
ぶ
べ
き
友
人

の
青
野
武
は
、
両
親
の
反
対
を
振
り
切
っ
て
、
家
出

同
然
の
状
況
で
、
役
者
に
な
る
た
め
に
汽
車
に
乗
っ

た
。
見
送
り
は
彼
の
母
親
と
僕
の
二
人
。
母
親
は
息

子
に
近
寄
る
こ
と
も
な
く
、
柱
に
も
た
れ
て
涙
を
流

し
な
が
ら
、
息
子
の
残
酷
な
旅
立
ち
の
姿
か
ら
目
を

離
さ
ず
に
い
た
。
鮮
明
に
残
る
悲
し
い
出
立
だ
っ
た
。

当
時
の
旭
川
駅
は
木
造
。
駅
舎
に
ト
イ
レ
は
な
く

て
、
駅
に
向
か
っ
て
左
側
（
東
側
）
に
モ
ル
タ
ル
の

便
所
の
建
物
が
建
っ
て
い
た
。
裏
に
回
る
と
貨
物
駅

荷
捌
所
跡
の
、
人
気
の
な
い
長
い
ホ
ー
ム
が
あ
っ

た
。
荷
捌
所
の
倉
庫
を
撤
去
し
た
跡
だ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。
幾
度
か
上
級
生
に
呼
び
出
さ
れ
て
、
挨
拶

を
し
な
い
と
か
態
度
が
で
か
い
と
か
で
、
説
教
さ
れ

た
り
殴
ら
れ
た
り
し
た
。
当
時
は
よ
く
あ
る
一
種
の

儀
式
だ
っ
た
。
十
年
以
上
も
た
っ
て
、
そ
の
こ
と
を

僕
に
謝
る
人
も
い
て
、
か
え
っ
て
申
し
訳
な
く
思
っ

た
り
し
た
も
の
だ
。

駅
の
右
側
（
西
側
）
に
鉄
道
郵
便
局
の
建
物
が
あ

っ
て
、
チ
ッ
キ
を
受
付
け
る
窓
口
が
あ
っ
た
。
絵
か

き
の
菅
原
弘
記
が
勤
め
て
い
て
、
時
々
そ
こ
に
顔
を

出
し
た
記
憶
が
あ
る
。
チ
ッ
キ
と
言
っ
て
も
、
今
の

若
い
人
に
は
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
チ
ッ
キ
と
は

手
荷
物
の
事
で
、
そ
れ
を
汽
車
に
託
送
し
て
貰
う
こ

と
は
、
ご
く
当
り
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

僕
は
、
駅
を
降
り
て
北
門
町
の
大
学
ま
で
い
つ
も

歩
い
た
。
降
り
る
と
す
ぐ
の
一
条
八
丁
目
に
手
荷
物

預
所
が
あ
っ
た
。
ロ
ッ
カ
ー
の
な
い
時
代
だ
っ
た
の

で
、
旅
行
者
に
は
必
要
な
場
所
だ
っ
た
。
そ
の
隣
に

確
か
弘
文
堂
と
か
言
う
小
さ
な
書
店
―
―
間
口
が
せ

い
ぜ
い
一
間
半
く
ら
い
―
―
で
、
ま
ず
立
読
み
を
す

る
。
続
い
て
三
条
八
丁
目
の
冨
貴
堂
、
四
条
八
丁
目

の
東
京
堂
、
そ
し
て
八
条
七
丁
目
の
お
菓
子
屋
さ
ん

の
所
の
文
栄
堂
、
旭
橋
を
渡
っ
た
旭
町
三
丁
目
の
北

星
堂
と
、
立
読
み
の
は
し
ご
を
し
て
、
だ
い
た
い
一

冊
を
読
み
終
え
る
。
当
時
の
書
店
で
は
、
も
う
そ
ろ

そ
ろ
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
時
に
は
、
ハ
タ
キ
を
持
っ

て
、
そ
ば
の
書
棚
を
パ
タ
パ
タ
す
る
。
そ
う
い
う
時

は
、
そ
こ
で
や
め
て
、
次
へ
と
移
動
す
る
。
幸
せ
な

良
い
時
代
だ
っ
た
と
思
う
。

旭
川
駅

今
昔
物
語
展
を
見
て
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展
示
作
業
を
終
え
て

二
年

佐
々
木

素
美
花

高
校
生
の
私
た
ち
が
展
示
会
に
携
わ
る
と
い
う
機

会
は
な
か
な
か
無
い
た
め
、
今
回
こ
の
よ
う
な
経
験

が
で
き
て
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

展
示
の
準
備
を
し
て
い
て
、
自
分
た
ち
の
手
に
よ

っ
て
会
場
が
少
し
ず
つ
出
来
上
が
っ
て
い
く
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
。
初
め
に
展
示
会
場
に
着
い
た
時
に

は
ま
だ
空
っ
ぽ
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
も
置
い

て
あ
る
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
文
芸
部
の
部
員
総

出
の
急
ピ
ッ
チ
な
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ケ
ー
ス

の
中
に
ど
の
よ
う
に
展
示
物
を
配
置
す
る
か
、
会
場

全
体
を
良
く
見
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
な

ど
を
資
料
館
の
方
に
伺
い
な
が
ら
、
楽
し
く
作
業
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示
の
準
備
作
業
は
担
当
し
た
区
域
を
仕

上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
全
体
の
進
捗
を
見
て
自
分
が

次
に
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
考
え
て
動
く
力
を
つ
け
る
良
い
練
習
に
な

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

句
作
に
つ
い
て二

年

久
木
﨑

葉

奈

私
た
ち
旭
東
文
芸
部
の
部
員
は
、
高
校
に
入
っ
て

か
ら
俳
句
を
始
め
た
と
い
う
人
々
の
集
団
で
す
。
そ

ん
な
私
た
ち
が
句
作
を
す
る
と
き
、
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
部
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
、
現
部
員
に
俳
句
の
こ
と
を
よ
く
わ

か
っ
て
い
る
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
な
が
ら
も
、
良
句
を
詠
も
う
と
部
員
一
同

鍛
錬
を
重
ね
て
い
る
日
々
で
す
。
た
だ
、
良
い
も
の

を
作
ろ
う
と
思
い
や
っ
き
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
頭

の
中
で
作
っ
た
こ
と
が
丸
わ
か
り
な
つ
ま
ら
な
い
も

の
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
目
の
前
に
あ
る
物
、
ま

た
は
以
前
見
た

こ
と
の
あ
る
も

の
を
い
か
に
新

し
い
視
点
で
、

ま
た
ど
れ
だ
け

描
写
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
を

考
え
な
が
ら
私

た
ち
は
句
作
活

動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の

よ
う
に
し
て
で

き
た
も
の
を
推

敲
し
て
作
品
の

「
旭
川
東
高
校

俳
句
甲
子
園
を
駆
け
る
」

展
示
に
寄
せ
て

居
酒
屋
で
い
ぎ
た
な
く
飲
ん
で
、
十
一
時
五
十
五

分
の
終
列
車
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。

現
在
屯
田
記
念
館
の
建
っ
て
い
る
自
宅
ま
で
歩
い
て

帰
っ
た
。
線
路
の
レ
ー
ル
に
の
っ
け
た
首
の
気
持
ち

良
さ
は
、
今
も
忘
れ
な
い
。

石
北
線
で
は
、
後
に
詩
の
同
人
誌
仲
間
に
な
っ
た

通
学
生
や
、
女
子
学
生
だ
っ
た
東
延
江
さ
ん
や
山
口

敬
子
さ
ん
、
詩
人
の
小
野
寺
与
吉
さ
ん
、
作
家
の
真

崎
晋
吾
さ
ん
な
ど
と
も
、
そ
こ
で
知
遇
を
得
た
。

殊
に
小
野
寺
与
吉
さ
ん
は
、
僕
の
拙
劣
な
詩
に
、

原
稿
用
紙
二
十
枚
の
本
格
的
な
評
を
書
い
て
く
だ
さ

っ
た
。供
ち
た
ら

べ
僑
の
編
集
な

ど
、
気
が
向
け

ば
石
狩
川
堤
防

そ
ば
の
新
町
の

お
宅
へ
押
し
か

け
て
、
あ
び
る

よ
う
に
酒
を
飲

ん
だ
。
何
も
報

い
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
の

に
、
終
生
可
愛

が
っ
て
い
た
だ

い
た
。
駅
と
列

車
は
、
僕
の
十

代
半
ば
か
ら
二

十
代
半
ば
ま
で

の
生
活
そ
の
も

の
だ
っ
た
。

旭川工業高校生徒製作の第三次旭川駅舎模型
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質
を
さ
ら
に
高
め
た
り
、
行
き
詰
っ
た
と
き
に
は
句

集
を
読
む
な
ど
し
て
、
私
た
ち
は
日
々
俳
句
と
向
き

合
っ
て
い
る
の
で
す
。

俳
句
甲
子
園
へ
の
意
気
込
み

二
年

中

島

未

彩

旭
東
文
芸
部
は
十
数
年
連
続
で
全
国
大
会
へ
出
場

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
私
た
ち
は
そ
の

歴
史
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
愛
媛
県

松
山
市
と
い
う
舞
台
を
夢
見
て
札
幌
で
行
わ
れ
た
地

方
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

し
か
し
私
た
ち
は
負
け
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

他
校
に
譲
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
に
行
わ
れ
た
投
句
審
査
に
よ
っ
て
全
国
大
会
出
場

が
決
定
し
ま
し
た
が
私
た
ち
の
心
は
ど
こ
か
曇
っ
た

ま
ま
で
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
地
方
大
会
で
優
勝
を
し
、
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
再
び
手
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
俳
句
の
向
上
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
向
上
を

目
指
し
て
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
目
標
は
全
国
大
会
に
出
場
し
、
松
山
の
大

き
な
ス
テ
ー
ジ
で
質
の
高
い
句
、
質
の
高
い
デ
ィ
ベ

ー
ト
を
皆
さ
ん
に
お
見
せ
し
、
良
い
結
果
を
旭
川
に

持
っ
て
帰
る
こ
と
で
す
。
部
員
一
同
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

所
蔵
展
に
む
け
て

（
八
・
十
五
～
十
・
十
四
）

歌
人
松
田
一
夫
の
偉
業

旭
川
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長

石

山

宗

晏

平
成
２７
年
逝
去
さ
れ
た
歌
人
松
田
一
夫
は
（
以
下

敬
称
を
略
す
る
）、
満
１
０
３
歳
の
天
寿
を
全
う
さ

れ
た
。

こ
の
よ
う
な
長
寿
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
旭
川
歌
壇

に
例
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
も

中
山
勝
８３
歳
、
鈴
木
淳
一

８３

８６
歳
、
木
村
隆

８３

８６

８０
歳
な
ど

と
比
べ
て
も
、
い
か
に
摂
生
さ
れ
た
か
納
得
が
い
く
。

「
○
○
君
、
煙
草
は
よ
く
な
い
よ
」

こ
の
一
言
は
、
歌
人
ク
ラ
ブ
役
員
会
な
ど
で
松
田

が
発
す
る
忠
告
で
あ
っ
た
。
若
い
時
か
ら
酒
、
煙
草

を
や
ら
ず
極
め
て
堅
実
な
生
活
を
心
が
け
た
と
も
伺

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

私
は
、
ま
っ
た
く
の
井
の
中
の
蛙
で
旭
川
歌
人
ク

ラ
ブ
に
入
会
す
る
ま
で
は
、
松
田
と
の
接
触
が
な

い
。
も
ち
ろ
ん
中
央
歌
壇
の
知
人
も
い
な
い
。
そ
の

よ
う
な
視
野
の
狭
い
人
間
が
、
松
田
に
つ
い
て
述
べ

る
に
適
切
だ
と
は
思
わ
な
い
。
だ
が
、
以
前
ま
と
め

た
こ
と
の
あ
る
「
旭
川
歌
壇
百
年
史
」
な
ど
に
お
い

て
、
彼
が
短
歌
に
接
近
し
た
経
緯
や
平
成
１７
年
の

文
学
を
通
し
て
の
交
流

二
年

城

田

有

梨

旭
東
文
芸
部
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
全
道
大
会
、

全
国
大
会
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
日
本
各
地
か
ら
数
十
校
が
集
ま
る
俳
句
甲

子
園
や
神
奈
川
大
学
俳
句
大
賞
で
は
、
部
誌
の
交
換

を
し
た
り
、
個
人
の
間
で
も
仲
が
深
ま
っ
た
り
と
、

他
校
と
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
年
度
俳
句
甲
子
園
で
対
戦
し
た
福
島
県
立
磐
城

高
校
、
愛
媛
県
立
宇
和
島
東
高
校
の
皆
さ
ん
と
は
、

試
合
後
も
俳
句
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
沖
縄
県
立
浦
添
高
校
、
開
成
高
校
な

ど
の
方
々
と
の
句
会
に
参
加
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。
企
画
展
に
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
た
く

さ
ん
の
部
誌
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
他
校
と
の
交
流
に
刺
激
を
受
け
、

日
々
の
創
作
活
動

に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
の
は
旭

東
文
芸
部
の
楽
し

み
で
あ
り
、
強
み

で

す
。
今

度

も

様
々
な
高
校
の
皆

さ
ん
と
の
関
係
を

築
き
な
が
ら
、
創

作
を
続
け
る
部
で

あ
り
た
い
、
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
企
画
展
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「
旭
川
歌
壇
」

に
か
か
わ
る

講
演
な
ど
を

う

か

が

っ

て
、
実
に
身

近
な
存
在
に

思
わ
れ
た
。

９３
歳
の
講

演
の
た
め
に

緻
密
な
資
料

を
用
意
さ
れ
、
昭
和
初
年
の
旭
川
歌
壇
の
実
態
を
お

話
し
さ
れ
た
。
そ
の
話
の
中
に
実
に
多
く
の
歌
人
が

網
羅
さ
れ
て
い
て
、
別
表
の
人
名
録
が
プ
リ
ン
ト
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
深
い
。
実
に
壮
者
を
し
の
ぐ

気
魄
の
こ
も
っ
た
講
演
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
記
録

は
『
旭
川
歌
壇
』
Ｎ
ｏ
．
７
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お

り
、
今
日
な
お
第
一
級
の
資
料
と
し
て
精
彩
を
放
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
講
演
の
中
で
、
北
原
白
秋
の
高
弟
で
旭
川
の

生
ん
だ
歌
人
酒
井
廣
治
と
の
出
会
い
が
彼
の
短
歌
一

生
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

常
に
酒
井
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
酒
井
没
後
に
い
た
っ
て
宮
柊
二
の
コ
ス
モ
ス
短

歌
会
で
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
も

そ
の
歌
業
が
認
め
ら
れ
コ
ス
モ
ス
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。
平
成
１９
年
に
旭
川
文
化
功
労
賞
を
受
賞
し
た
折

の
喜
び
の
言
葉
は
、
印
象
深
い
。

長
い
間
コ
ス
モ
ス
に
投
稿
し
な
が
ら
休
詠
し
な

い
よ
う
に
務
め
て
い
た
が
８０
歳
を
過
ぎ
て
あ
る

日
、
突
然
盛
り
上
が
る
意
欲
が
湧
い
て
き
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
埋
没
し
て
し
ま
う
。
今
ま
で
の
努
力

は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
初
心
に
帰
っ
て
頑
張
ろ

う
、
そ
う
思
っ
た
と
た
ん
、
も
の
す
ご
い
ほ
ど
体

と
心
に
力
が
漲
っ
て
き
た
。
今
ま
で
想
像
も
し
な

か
っ
た
１
０
０
歳
ま
で
生
き
る
た
め
の
具
体
化
に

か
か
っ
た
。
古
い
住
宅
を
勉
強
し
や
す
い
よ
う
に

改
造
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
自
分
の
部
屋
を
持

ち
、
い
つ
で
も
勉
強
で
き
る
こ
と
は
、
最
高
の
幸

せ
で
あ
る
。

私
の
師
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
創
立
者
の
宮
柊
二
は

常
に
短
歌
は
人
で
あ
り
心
で
あ
る
と
教
え
ら
れ

た
。
そ
し
て
歌
は
生
の
証
明
で
あ
り
、
人
間
と
し

て
真
面
目
に
生
き
る
道
標
と
思
っ
て
い
る
。
私
は

満
９５
歳
の
人
生
を
完
全
燃
焼
し
た
思
い
で
あ
る
。

天
災
地
変
の
な
い
人
情
豊
か
な
街
に
住
む
幸
せ
を

享
受
出
来
て
感
謝
感
激
で
あ
る
。

以
上
の
短
文
の
謝
辞
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ス
モ

ス
誌
上
に
勤
勉
に
短
歌
を
出
詠
し
て
き
た
自
信
が
み

な
ぎ
っ
て
い
る
。
加
え
て
身
心
の
摂
生
と
短
歌
に
よ

っ
て
培
っ
た
強
靱
な
精
神
、
い
わ
ば
、
こ
れ
は
師
匠

の
短
歌
哲
学
が
滲
み
出
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
満

９５
歳
に
い
た
っ
て
な
お
１
０
０
歳
に
向
か
う
人
生
設

計
を
な
そ
う
と
い
う
気
魄
に
は
驚
き
を
禁
じ
得
な

い
。
そ
し
て
、
実
業
家
と
し
て
、
ま
た
歌
人
と
し
て

の
彼
を
温
か
く
包
ん
で
く
れ
た
郷
土
旭
川
。
そ
の
風

土
と
人
々
の
温
か
さ
へ
の
感
謝
の
思
い
は
、
松
田
短

歌
の
中
核
で
あ
っ
た
。

師
の
宮
柊
二
と
松
田
は
、
そ
の
生
年
が
１
９
１
２

年
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
宮
は
１
９
８
６
年
に
亡
く

な
っ
て
い
る
か
ら
７４
歳
の
生
涯
で
あ
っ
た
。
松
田
は

宮
よ
り
２９
歳
も
長
生
き
し
た
こ
と
に
な
る
。
宮
は
名

著
『
短
歌
に
見
る
人
生
』
に
、
白
秋
同
門
の
酒
井
廣

治
（
昭
和
３１
年
没
、

３１

６３
歳
）
へ
の
追
悼
文
「
か
な
し

み
を
越
え
て
戦
い
の
」
を
載
せ
て
い
る
。
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
酒
井
は
青
年
期
の
松
田
に
深
い
影
響
を

与
え
た
歌
人
で
あ
る
。
二
人
の
恩
師
を
失
っ
て
松
田

の
胸
中
を
去
来
す
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
察
す
る
と
こ
ろ
こ
の
謝
辞
と
無
関

係
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

松
田
一
夫
の
短
歌
（
抄
）
と
歌
集

マ
イ
ナ
ス
四
十
一
度
の
朱
鞠
内

ダ
ム
の
工
事
に
人
あ
ま
た
死
す

連
行
と
拉
致
の
差
あ
れ
ど

日
本
が
過
去
に
犯
せ
し
悪
事
忘
れ
ず

八
千
の
老
若
男
女
童
ま
で

歩
く
ス
キ
ー
は
よ
き
友
つ
く
る
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『
第
三
十
一
回
旭
川
詩
人
ク
ラ
ブ

詩
画
展
』
に
つ
い
て

（
十
一
月
一
日
～
十
二
月
十
六
日
）

旭
川
詩
人
ク
ラ
ブ
事
務
局

立

岩

恵

子

当
会
は
「
ク
ラ
ブ
」
と
命
名
す
る
だ
け
あ
っ
て
、

各
人
個
性
豊
か
な
集
団
で
あ
り
「
詩
画
展
」
は
そ
の

最
た
る
も
の
で
す
が
、
近
年
は
一
篇
だ
け
は
共
通
の

テ
ー
マ
で
書
く
事
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
「
旅
」

そ
の
前
は
「
川
」「
河
」、
今
年
は
「
橋
」
で
す
。
旭

川
は
川
の
街
で
、
す
て
き
な
橋
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
や
旅
先
の
、
心
の
、
人
と
人
の
、

夢
の
橋
と
か
、
色
々
あ
り
そ
れ
ら
が
一
堂
に
会
す
る

お
も
し
ろ
さ
を
、
個
性
の
個
人
コ
ー
ナ
ー
と
合
せ
て

お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
期
間
中
に
は

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
日
に
も
、
ぜ
ひ
、
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

★
講
話
と
「
詩
と
遊
ぼ
う
」

十
一
月
七
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

旭
川
文
学
資
料
館

第
二
展
示
室
に
て

「
講
話
」
は
、
当
会
の
副
会
長
・『
青
芽
』
同
人
の
、

森
内
伝
さ
ん
で
す
。

「
詩
と
の
出
会
い
か
ら『
な
な
か
ま
ど
』の
あ
た
り
」

と
題
し
て
、
樺
太
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
て
体
ひ
と
つ

で
江
丹
別
に
入
っ
た
御
一
家
と
、
病
弱
な
子
供
で
あ

っ
た
森
内
さ
ん
の
ご
苦
労
、
や
が
て
小
児
結
核
に
な

り
、
詩
と
出
会
い
、「
青
芽
」
の
会
員
と
な
り
…
。
昭
和

四
十
七
年
、
森
内
さ
ん
三
十
五
才
の
時
『
な
な
か
ま

ど
』
を
主
宰
と
し
て
発
刊
。
そ
の
頃
の
若
者
の
思
い

や
、
旭
川
詩
壇
の
様
子
な
ど
、
お
話
し
下
さ
い
ま
す
。

ひ
と
り
の
詩
人
の
原
点
、
原
風
景
、
そ
れ
は
昭
和

史
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
聴
き
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

傘
寿
ま
で
歩
く
ス
キ
ー
に
親
し
み
し

記
念
の
写
真
い
く
つ
も
掲
ぐ

生
ま
れ
し
日
の
汝
の
温
も
り
思
い
出
づ

六
十
歳
の
亡
骸
に
触
れ

眼
の
見
え
ぬ
妻
と
拾
へ
る
子
の
お
骨

体
の
割
に
足
指
細
き

吾
と
妻
の
米
寿
傘
寿
に
宮
さ
ん
は

全
力
の
愛
と
祝
ひ
く
だ
さ
る

涸
谷
の
岩
場
に
生
え
し
穂
芒
の

一
本
そ
よ
ぐ
そ
れ
だ
け
の
秋

優
佳
良
織
真
紅
の
ネ
ク
タ
イ
目
立
つ
か
ら

北
の
一
夫
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

鶴
な
ら
ぬ
百
人
の
脚
が
ゴ
ン
ド
ラ
の

床
を
踏
ま
へ
て
空
中
に
浮
く

歌
集
「
き
花
凍
む
街
」
よ
り

昭
和
５２
年
（
１
９
７
７
）

第
１
歌
集
「
鮭
の
ぼ
る
町
」
発
刊

平
成
２
年
（
１
９
９
０
）

第
２
歌
集
「
鹿
越
の
径
」
発
刊

平
成
１１
年
（
１
９
９
９
）

第
３
歌
集
「
一
撞
の
鐘
」
発
刊

平
成
１６
年
（
２
０
０
４
）

第
４
歌
集
「
き
花
凍
む
街
」
発
刊

「文学資料館企画展」展示室
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気
に
な
る
が
、

時
代
と
と
も
に

生
活
が
向
上
し

毎
日
の
生
活
が

便
利
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ

の
歴
史
を
少
し

で
も
感
じ
さ
せ

る
様
な
展
示
が

出
来
れ
ば
と
考

え
た
。

こ
の
様
な
展

示
は
身
近
す
ぎ

て
あ
ま
り
例
が

な
い
の
で
は
な

い
か
と
、
た
だ

楽
し
み
で
何
で
も
保
存
し
て
あ
る
だ
け
で
こ
の
様
な

機
会
に
展
示
で
き
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

文
具
・
玩
具
を
中
心
に
旭
川
に
関
係
の
あ
る
資
料
や

広
告
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
ほ
か
に

マ
ッ
チ
・
う
ち
わ
・
割
ば
し
・
タ
バ
コ
・
ラ
ー
メ

ン
・
飲
料
・
等
々
な
ん
で
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
。
早
速
資
料
集
め
に
と
り
か
か
ろ
う
。

・
生
活
…
…
生
存
し
て
活
動
す
る
こ
と
。
生
き
な
が

ら
え
る
こ
と
。
世
の
中
で
暮
ら
し
て
ゆ
く
こ
と
。

・
生
活
資
料
…
…
生
活
に
必
要
な
物
資
。

・
雑
貨
…
…
こ
ま
ご
ま
と
し
た
日
用
品
。

・
日
用
品
…
…
日
常
の
生
活
で
使
う
、
こ
ま
ご
ま
と

し
た
品
物
・
物
品
。

・「
手
作
り
感
が
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
見
応

え
が
あ
っ
て
貴
重
な
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
旭
川
市
の
一
つ
の
宝

と
し
て
若
い
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
」

（
片
山
晴
夫
、
礼
子
）

・「
素
晴
し
い
展
示
に
驚
き
ま
し
た
。
小
樽
文
学
館

に
は
よ
く
行
く
者
で
す
が
、
そ
れ
に
迫
る
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
の
も
の
が
で
き
ま
し
た
ね
。
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」（
宮
川
達
二
）

・「
す
ば
ら
し
い
文
学
資
料
館
を
見
学
出
来
ま
し
て

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
第
十
七
回
小
熊
秀

雄
賞
の
小
坂
太
郎
の
妻
で
す
。
夫
が
受
賞
し
ま
し

た
時
丁
度
中
学
校
合
併
で
最
後
の
中
学
三
年
の
修

学
旅
行
と
か
ち
あ
い
出
席
出
来
ず
に
残
念
が
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
今
回
、
息
子
家
族
と
訪
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
事
は
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
東
延
江
様
と
ご
連
絡
が
つ
き
、
日
曜
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
開
館
し
て
頂
き
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」

（
小
坂
丸
子
）

・「
旭
川
が
生
ん
だ
文
人
に
ふ
れ
て
良
い
研
修
と
な

っ
た
。
特
に
小
熊
秀
雄
の
文
学
賞
な
ど
、
古
く
よ

り
続
け
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
」

（
函
館
・
高
橋
）

・「
小
熊
秀
雄
の
机
を
見
て
感
激
し
ま
し
た
」（
瀬
戸
）

・「
は
じ
め
て
当
地
の
高
田
雍
介
氏
の
ご
案
内
で
訪

生
活
雑
貨
資
料
に
つ
い
て

百

井

昌

男

文
学
資
料
館
の
企
画
展
で
は
い
つ
も
展
示
の
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
は
何
に
し
よ
う
か
と
考
え
る
の
は
楽

し
い
こ
と
で
す
。
何
で
も
興
味
を
持
っ
て
集
め
て
い

る
だ
け
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
生
活
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
深
く
考
え
ず
に

生
活
雑
貨
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
と
、
言
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
生
活
雑
貨
と
は
何
か
と
調
べ
て
見

る
と
、
日
常
の
生
活
で
使
う
こ
ま
ご
ま
と
し
た
品
物

と
あ
り
、
よ
く
考
え
る
と
そ
の
範
囲
の
広
さ
に
ど
う

し
た
も
の
か
と
、
あ
ま
り
む
ず
か
し
く
考
え
な
い
よ

う
に
と
思
っ
た
が
頭
の
中
は
い
ろ
い
ろ
な
物
が
次
か

ら
次
と
浮
か
ん
で
く
る
。
雑
貨
資・
料・
と
い
う
の
だ
か

ら
今
の
物
ば
か
り
で
な
く
、
戦
前
戦
後
の
も
の
で
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
懐
か
し
い
物
・
面
白
い

物
・
楽
し
い
と
感
じ
る
物
ま
で
何
で
も
あ
り
の
展
示

に
し
よ
う
と
考
え
た
が
ど
う
し
て
も
雑
貨
と
言
う
言

葉
が
気
に
な
り
行
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
い

ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
と
日
用
品
と
は
何
か
と
調
べ
て

見
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
日
常
の
生
活
で
使
う
こ
ま
ご

ま
し
た
品
物
と
あ
り
、
生
活
雑
貨
と
日
用
品
と
は
同

意
語
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
も
雑
貨
と
言
う
言
葉
が

「「
来
館
者
ノ
ー
ト
」
か

「
来
館
者
ノ
ー
ト
」
か
らら

坂

井

京

坂

井

京

子子

生
活
雑
貨
資
料
展

（
十
二
月
二
十
六
日
～
二
〇
一
八
年
二
月
二
十
八
日
）
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れ
る
こ
と
が
か
な
い
ま
し
た
。
喜
び
で
す
」

（
東
京
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
会
会
長
・
玉
井
五
一
）

・「
五
十
嵐
久
弥
氏
の
獄
中
よ
り
今
野
氏
へ
の
肉
筆

の
ハ
ガ
キ
、
何
十
年
ぶ
り
で
見
る
。
懐
か
し
く
目

が
う
る
む
」

（
旭
川
・
司
郁
）

・「
五
十
嵐
久
弥
の
書
簡
集
に
心
打
た
れ
ま
し
た
」

・「
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
。
市
内
在
住
な
が
ら
こ
ん

な
に
立
派
な
資
料
館
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
資
料
は
市
民
の
宝
で
す
」

・「
沢
山
の
本
物
の
資
料
が
収
集
、
展
示
さ
れ
、
そ
の

多
く
を
閲
覧
可
能
な
こ
の
資
料
館
の
意
義
は
大
き

い
と
思
う
。
今
の
時
世
、
こ
う
し
た
資
料
館
の
維

持
、
管
理
に
は
、
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
続
け
て
欲
し
い
。
旭
川
の
文
学
史
や
人

物
全
体
の
流
れ
が
解
る
表
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る

と
、
初
め
て
の
人
に
で
も
解
り
や
す
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
」

（
滋
賀
県
・
洋
平
）

・「
丁
寧
な
陳
列
、
多
く
の
資
料
が
あ
り
驚
き
ま
し

た
。
館
の
方
の
対
応
も
温
か
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
の
維
持
に
は
苦
労
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
と
も
こ
れ
か
ら
も
」

（
岐
阜
県
・
内
山
）

・「
日
曜
日
に
来
館
し
ま
し
た
が
休
館
で
し
た
。
夕

方
に
来
た
時
も
十
六
時
閉
館
と
の
こ
と
、
三
回
目

で
や
っ
と
入
館
出
来
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
文
学

資
料
館
な
の
で
、
せ
っ
か
く
来
て
く
れ
た
方
が
見

れ
る
よ
う
、
日
曜
開
館
を
望
み
ま
す
」

（
有
馬
）

・「
は
じ
め
て
訪
ね
ま
し
た
が
、
旭
川
に
も
数
多
く

の
文
学
が
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
」

・「
孫
と
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
来
て
寄
り
ま
し
た
。
旭
川

新
し
い
世
界
で
一
年

近

藤

初

美

今
ま
で
、
不
勉
強

で
足
を
踏
み
入
れ
た

こ
と
の
な
か
っ
た
文

学
資
料
館
に
、
毎
週

通
う
よ
う
に
な
っ
て

も
う
す
ぐ
一
年
に
な

り
ま
す
。
昨
春
退
職
し
て
旭
川
市
民
に
な
り
、
十
河

先
生
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
が
ご
縁
で
す
。

慌
た
だ
し
く
時
間
に
追
わ
れ
て
い
た
教
員
の
頃
に

は
、
こ
の
よ
う
に
静
か
な
、
豊
か
な
時
間
を
も
て
る

生
活
に
な
る
と
は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

緑
豊
か
な
公
園
の
一
角
に
あ
る
建
物
は
、
地
階
、

一
階
、
中
二
階
、
二
階
、
三
階
が
あ
っ
て
、
近
道
の

よ
う
な
迷
路
の
よ
う
な
空
間
が
広
が
り
ま
す
。
色
鮮

や
か
な
本
が
並
ん
だ
図
書
館
の
本
棚
と
は
違
う
静
か

な
展
示
室
の
佇
ま
い
。
ま
る
で
時
間
の
流
れ
が
外
の

世
界
と
は
違
う
よ
う
な
こ
の
資
料
館
の
雰
囲
気
は
、

し
か
し
、
ど
こ
か
懐
か
し
く
親
し
み
を
覚
え
、
あ
あ
、

こ
れ
は
図
書
室
の
よ
う
だ
と
気
づ
き
ま
す
。
教
員
時

代
に
務
め
て
い
た
学
校
の
図
書
室
で
は
な
く
、
も
っ

と
ず
っ
と
昔
、
自
分
が
子
供
だ
っ
た
頃
の
図
書
室
。

手
が
届
か
な
い
高
さ
の
棚
ま
で
、
自
由
に
読
ん
で

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

に
住
ん
で
い
て
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
旭
川
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
出

来
、
穏
や
か
な
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

（
涼
子
と
凛
香
）

・「
中
央
百
寿
大
学
の
皆
さ
ん
と
来
ま
し
た
。
授
業

で
来
て
色
々
と
説
明
を
受
け
感
動
を
受
け
ま
し

た
。
駅
に
は
石
川
啄
木
の
歌
碑
も
あ
り
、
先
日
の

新
聞
に
も
載
っ
て
い
た
の
で
、
と
て
も
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
市
民
か
ら
戴
い
た
資

料
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
で
す
べ
て
運
営
し
て

い
る
と
聞
き
頭
が
下
が
り
ま
す
」（
旭
川
・
大
橋
）

・「
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
作
家
の
方
々
の
作
品
が
見

れ
て
よ
か
っ
た
で
す
」

・「
川
柳
や
文
学
サ
ー
ク
ル
誌
や
短
歌
な
ど
が
沢
山

あ
り
、
す
ば
ら
し
く
、
も
っ
と
本
な
ど
増
や
し
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

（
斉
藤
）

・「
市
内
在
住
な
の
に
初
め
て
来
ま
し
た
。
こ
ん
な

施
設
が
あ
る
こ
と
を
も
う
少
し
市
民
に
Ｐ
Ｒ
す
べ

き
で
す
。
今
度
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
来
た
い
と
思

う
」

・「
今
回
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
。
公
園
の
中
、
川
の

ほ
と
り
に
位
置
し
静
か
な
所
に
沢
山
の
資
料
が
あ

っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
、

旭
川
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
精
神
の
影
響
を
受
け
て

帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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そ
れ
を
現
実
に
綱
領
な
ど
に
示
さ
な
け
れ
ば
、
彼
ら

の
頭
の
中
や
肚
の
中
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
問
題
に

す
る
の
は
無
理
」（「
特
高
の
回
想
」）
と
い
う
特
高

刑
事
の
証
言
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
検
挙
さ
れ
た

小
学
校
教
師
は
、
連
盟
結
成
に
関
わ
っ
た
十
六
名
を

含
め
て
お
よ
そ
五
十
人
。
だ
が
こ
の
先
の
近
未
来
、

「
治
安
維
持
法
」
で
も
無
理
だ
っ
た
と
い
う
頭
の
中
や

肚
の
中
を
探
ら
れ
て
検
挙
投
獄
さ
れ
る
の
が
「
共
謀

罪
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

治
安
維
持
法
下
の
文
学
に
対
す
る
弾
圧
が
、
小
林

多
喜
二
の
み
な
ら
ず
小
学
生
の
詩
や
作
文
に
も
お
よ

ん
で
い
た
事
実
は
、
も
と
よ
り
市
井
の
老
若
男
女
の

文
芸
に
も
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
た
は
ず
だ
し
、
む

し
ろ
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
私
た
ち
は
小
学
校
の
作
文

指
導
や
一
般
の
文
芸
活
動
に
も
翳
り
が
な
い
か
を
注

意
深
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

い
い
と
言
わ
れ
た
沢
山
の
本
。
三
月
が
近
づ
く
と
、

お
雛
様
が
飾
ら
れ
て
い
た
小
学
校
の
図
書
室
。

ま
だ
誰
も
来
て
い
な
い
放
課
後
。
本
棚
の
背
表
紙

を
眺
め
な
が
ら
、
こ
こ
に
あ
る
本
の
著
者
は
、
ほ
と

ん
ど
が
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
こ
と
に
不
意
に
気

づ
き
、
こ
の
部
屋
は
ま
る
で
納
骨
堂
の
よ
う
だ
と
感

じ
た
中
学
校
の
図
書
室
。

百
年
、
千
年
も
前
に
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
感
じ
、

考
え
た
人
が
い
た
こ
と
を
知
る
驚
き
と
喜
び
。
時
間

と
空
間
を
超
え
て
魂
は
出
会
う
こ
と
も
で
き
る
の

か
、
な
ど
と
思
っ
て
い
た
高
校
の
図
書
室
。

あ
の
頃
、
本
は
こ
の
先
も
ず
っ
と
あ
る
も
の
と
信

じ
て
疑
い
ま
せ
ん
で
い
た
が
、
そ
の
形
態
は
紙
か
ら

デ
ー
タ
へ
と
、
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
流
れ
が
あ
り

ま
す
。
完
成
し
て
出
版
さ
れ
た
作
品
だ
け
で
な
く
、

作
家
の
短
冊
や
原
稿
等
の
直
筆
資
料
、
時
代
背
景
や

交
遊
を
伺
わ
せ
る
貴
重
な
写
真
な
ど
、
唯
一
無
二
の

資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
文
学
資
料
館
の
価
値
は
、

今
後
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

い
ま
こ
そ
「
銃
口
」
再
読

三

原

一

仁

三
浦
綾
子
の
「
銃

口
」は
、
い
ま
ま
た
読

む
べ
き
一
冊
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
十
一

月
、
道
内
各
地
の
小

学
校
教
師
が
治
安
維

持
法
違
反
の
容
疑
で
検
挙
さ
れ
た
。
こ
れ
が
北
海
道

綴
方
教
育
連
盟
事
件
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
事

件
は
教
育
事
件
で
は
な
く
、
思
想
事
件
と
し
て
デ
ッ

チ
上
げ
ら
れ
た
表
現
の
自
由
に
関
わ
る
弾
圧
事
件
だ
。

「
生
活
綴
り
方
と
は
単
に
生
活
を
見
た
ま
ま
綴
る

の
で
は
な
く
、
生
活
者
と
し
て
の
子
供
が
自
然
や
社

会
と
人
間
の
し
く
み
を
と
お
し
て
、
自
己
を
確
立

し
、
変
革
し
て
い
く
証
」
と
し
て
の
教
育
活
動
だ
が
、

そ
れ
を
当
局
は
「
生
活
主
義
綴
り
方
と
は
、
児
童
を

し
て
生
産
労
働
部
面
に
着
目
せ
し
め
、
悲
惨
な
る
生

活
現
実
を
認
識
せ
し
め
て
、
こ
れ
を
表
現
せ
し
め
る

こ
と
に
よ
り
、
社
会
機
構
の
諸
矛
盾
を
発
見
せ
し

め
、
階
級
意
識
を
培
い
、
も
っ
て
こ
の
機
構
変
革
の

素
地
を
育
成
し
、（
中
略
）
培
養
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
」（
昭
和
十
八
年
九
月
の
文
部
省
極
秘
文
書
「
生

活
主
義
教
育
運
動
の
概
観
」）
と
の
詭
弁
を
弄
し
て
、

不
当
検
挙
と
冤
罪
を
デ
ッ
チ
上
げ
た
。

し
か
も
驚
く
の
は
、「
治
安
維
持
法
違
反
と
い
う

こ
と
に
す
る
た
め
に
は
共
産
主
義
者
の
団
体
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

顧
問

相
川

正
志

〃

井
内

治
弥

〃

北
見

弟
花

〃

木
原

直
彦

〃

坂
本

タ
カ

〃

菅
沼
和
歌
子

〃

東
郷

明
子

〃

富
田

正
一

会
長

菅
野

浩

副
会
長

石
山

宗
晏

〃

十
河

宣
洋

理
事
・
旭
川
文
学
資
料
館
長

東

延
江

理
事
・
旭
川
文
学
資
料
館
副
館
長

西
勝

洋
一

〃

・
井
上
靖
記
念
館
長

荒
川

美
知

理
事

片
山

晴
夫

〃

坂
井

京
子

〃

白
井
恵
理
子

〃

立
岩

惠
子

〃

水
下

壽
代

〃

森
内

傅

監
事

阿
部

清

〃

石
川
千
賀
男

平
成
二
十
九
年
度

役
員
体
制
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資
料
館
の
母
体
で
も
あ
る
友
の
会
（
旧
研
究
会
）

が
発
足
し
て
十
六
年
、
文
学
資
料
館
開
館
八
年
と
な

り
ま
し
た
。

昨
年
は
展
示
用
パ
ネ
ル
を
作
る
こ
と
が
出
来
、
念

願
の
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
終
え
、
来
館
者
か

ら
文
学
館
ら
し
く
み
や
す
く
な
っ
た
と
の
声
に
ほ
っ

と
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
更
に
何
よ
り
も
嬉
し
い

こ
と
に
資
料
整
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
五
人
も
加
わ

っ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
力
を
得
て
、
今
年
度
か

ら
、
西
勝
洋
一
（
展
示
担
当
）
、
十
河
宣
洋
（
会
報

担
当
）
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
会
員
た
ち
が

加
わ
り
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。

来
館
者
が
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る
ぬ
く
も
り
の

あ
る
館
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

資
料
館
に
は
貴
重
な
資
料
、
著
書
、
雑
誌
等
が
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
部
を
書
き
出
す
こ
と
は
紙
面

の
都
合
で
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
が
ご
報
告
申
上

げ
ま
す
。

友
の
会
人
事
動
向

（
敬
称
略
）

【
新
入
会
員
】

中
村
洋
一

【
現
在
会
員
数
】

一
六
五
名
（
五
月
二
十
三
日
現
在
）

受
贈
資
料

（
二
〇
一
七
・
一
～
同
・
五
・
未
、
一
部
二
〇
一
六
分
含
む
）

・
松
田
尚
樹

軸
装
二

酒
井
廣
治
・
今
村
寛
、
短

冊

北
原
白
秋
・
村
野
次
郎
・
木
俣
修
他
、
宮
柊

二
歌
集
他
単
行
本
、
歌
集
、
雑
誌
他

・
中
村
洋
一

写
真
集
『
北
大
百
年
』、『
帯
広
畜
産

大
学
五
十
年
の
歩
み
』、
中
村
洋
吉
歌
集
『
夏
雲
』

他
、
単
行
本
、
雑
誌
等

・
高
橋
三
枝
子

女
性
史
、
民
衆
史
、
旭
川
関
係
、

道
内
・
道
外
発
行
の
単
行
本
、
雑
誌
、
北
海
道
開

拓
記
念
館
、
そ
の
他
の
資
料
集
、
カ
タ
ロ
グ
・
機

関
誌
等
多
数
（
一
部
は
第
一
展
示
室
の
書
棚
に
お

い
て
誰
で
も
手
に
と
っ
て
読
め
ま
す
。）

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｄ
「
郷
土
の
文
学
」
五
回
分

・
辰
巳
奈
優
美

句
集
「
氷
絃
」

・
朝
倉
奈
々
子

朝
倉
大
柏
川
柳
句
集
『
風
塵
抄
』

・
横
川
敏
晃

井
上
靖
作
品
掲
載
雑
誌
他
、
雑
誌
、

全
集
、
単
行
本

・
冬
木
美
智
子

詩
集
『
し
ず
か
の
海
』

・
大
谷
博

明
治
期
の
手
書
き
の
旭
川
市
街
図
、
ア

ル
バ
ム

・
松
田
光
春

『
昭
和
二
十
年
―
混
乱
の
八
月
十
五

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
』

・
岡
和
田
晃

「
文
学
研
究
論
書
」「
未
来
」『
破
滅

の
先
に
立
つ
』

・
山
田
亮
太

（
今
年
度
の
小
熊
賞
受
賞
者
）
同
人
誌

・
放
送
大
学

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
十
巻
、『
大
漢

和
辞
典
』
十
四
巻
、『
外
国
新
聞
に
見
る
日
本
』

資
料
館
だ
よ
り

十
巻
、『
廣
漢
和
辞
典
』
四
巻
、『
昭
和
ニ
ュ
ー
ス

事
典
』
二
十
六
巻
、『
国
史
大
辞
典
』
十
七
巻
、

『
世
界
歴
史
大
事
典
』
他
、
種
々
辞
典
六
冊

・
井
川
美
和
子

（
歌
誌
「
新
墾
」
所
属
だ
っ
た
お
母

さ
ん
近
藤
富
貴
子
蔵
書
の
寄
贈
）
歌
集
、
旭
川
関

係
二
十
一
冊
、
道
内
関
係
五
十
八
冊
、
そ
の
他
二

十
八
冊

そ
の
ほ
か
、
各
地
文
学
館
、
記
念
館
館
報
、
俳
誌
、

歌
誌
、
詩
誌
、
同
人
誌
等
、
発
行
所
、
個
人
か
ら
た

く
さ
ん
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
上

げ
ま
す
。

陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

編
集
後
記

夏
至
も
過
ぎ
、
公
園
の
噴
水
も
夏
到
来
を
喜
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
五
月
に
は
総
会
も
終
了
し
、

友
の
会
は
平
穏
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。

今
回
旭
川
東
高
校
の
俳
句
甲
子
園
で
の
活
躍
を

企
画
し
て
み
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
見
え
ら
れ
高

校
生
の
活
躍
に
目
を
見
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
校
生
の
企
画
は
珍
し
い
と
い
う
こ
と
で
俳
句
関

係
の
方
も
注
目
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
若
人
の
活
躍
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
宣
洋
）

平成２８年９月１５日発行

松田光春 著


